
生ごみ分別の分け方・出し方のお願い

たばこの吸い殻、医薬品（発酵に必要な微生物が死んでしまいます）

おむつ、割りばし、竹串、雑草、動物の死骸(生ごみではありません)

大型の骨（手羽元など）、大きな殻（牡蠣・さざえなど）

液状物(ソースなどチューブやボトル入りの物は出せません)

野菜・果物などのくず、魚やエビ等の骨（大型のものは除く）

惣菜や食材、菓子類などの期限切れ食品(容器包装から出し中身のみ)

茶殻・だしパック（しっかり水切りしてから出す）

菓子類（あめ・スナック・プリンなど）(容器包装から出し中身のみ)

生ごみとして出せる物（水色の袋）

生ごみとして出せない物（黄色の袋）



生 ご み 分 別 Ｑ ＆ Ａ 

Ｑ１ 生ごみの範囲を教えてください 

  →生ごみとは家庭から出される食材の残りなどです。『「生ごみ分別」分け方・出し方の

お願い』「生ごみ分別一覧表」に主な品目を掲載していますので参考にしてください。 

 

Ｑ２ 生ごみとして出してはいけないものはありますか 

  →たばこの吸い殻や医薬品は発酵菌を死滅させてしまいますので、燃やせるごみに出し

てください。その他、生ごみ分別一覧表を参考にしてください。 

 

Ｑ３ 固い骨や貝殻も生ごみとして出してよいですか 

  →簡単に砕ける魚の骨、小さな貝殻（しじみ、アサリ程度まで）は出すことができます。

スペアリブや手羽元など大型の骨はバイオガス発電施設の機械を損傷させるおそれ

があるため、燃やせるごみに出してください。 

 

Ｑ４ 賞味期限が切れた弁当をそのまま出してもいいですか 

  →つまようじや割りばしなど、生ごみではないものは燃やせるごみ、プラスチック容器

容器は資源として分別して、生ごみだけ出して下さい。 

 

Ｑ５ 生ごみ専用ごみ袋はどのように出すのですか 

  →燃やせるごみの日と同じ日に出してください。黄色の袋と混ざらないように、片側に

生ごみ、逆側に燃やせるごみをまとめてください。 

 

 

 

 

Ｑ６ 家庭でのたい肥化と分別収集のどちらを優先させればよいですか 

  →生ごみの減量化は生ごみ分別収集に限らず、たい肥化や水切りなど様々な手段があり

ます。 

既にご家庭でたい肥化に取り組まれている方は自家消費が可能なコンポスト等を利用

したごみの減量化にご協力ください。 

 

Ｑ7 生ごみ専用ごみ袋が足りなくなったらどうしたらいいですか 

  →市役所環境課窓口（3 階）や神田公民館で追加の分をお渡しできます。 

ごみ置き場の片側に「生ごみ専用袋」逆側に「燃やせるごみ」 

 置き分けの例 

生ごみ 
燃やせる 

ごみ 



 

Ｑ8 排水溝のネットや小分けのビニール袋に入れて出してもいいですか 

  →小分けのビニール袋（スーパー等で使用しているもの）でまとめたものを、青色の生

ごみ専用ごみ袋に入れれば出すことができます。 

不織布のネットは一緒に出すことができますが、ネットタイプ、ストッキングタイプ

のものは機械に絡まってしまうことがあるので、一緒に捨てないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q9 収集車が来たのですが、燃やせるごみ（生ごみ）だけ残っています 

   →別々の収集車で収集するため収集時間がずれることがあります。 

 

Q10 ごみ置場がカラスに荒らされて困っています。どうしたらよいですか 

   →生ごみ分別収集エリアのごみ置場向けに、市役所の環境課窓口で折り畳み式のカ

ゴなどを配布しています。必要な方はお声掛けください。 

 

 

 

 

 

【大府市 環境課 環境衛生係 ４５－６２２３（ダイヤルイン）】 

分 別 で き る の で 一 緒 に 出 せ ま す （ ○ ） 

   
スーパー等のポリ袋 水切り袋(プラ製・紙製) 不織布タイプ 

 
機械に絡まってしまうため、一緒に出せません（×） 

   
ネットタイプ ストッキングタイプ シンク用かご 

 



 
 

  
  
 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

         

     

         

         

         

         

         

         

         

         

    
     

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

    


